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第５学年 算数科学習指導案    

                                                                                        公開授業１ 

                                            授業者 渡邊 昌也 

１ 単元名  分数と小数（東京書籍５年上） 

 

２ 単元について 

（１）学習者について 

児童は新しい問題に直面した際、既習したことを活用して解決を図ろうと集中して取り組んでいる。しかし、既習の

定着に個人差があり、途中で思考が終わってしまう児童も少なくない。ペアやグループ学習での話し合いでも、自信を

持って自分の考えを伝えられる児童は限られている傾向にある。 

   児童はこれまでに第３学年において、分数の意味と表し方について、第４学年において、真分数、仮分数、帯分数の

意味や同分母の分数の加減計算などについて学習してきた。 

レディネステストの結果を見ると分数の意味と１／１０を単位とした分数と、小数の対応関係に関する問題の正答率

が低かった。既習事項である分数の表し方やその意味の理解を確認し、本単元の学習に活用できるようにしていく必要

がある。 

（２）学習材について 

   本単元では、数を構成する単位に着目し、数の相等及び大小関係について考察することや分数の表現に着目し、除法

の結果の表し方を振り返り、分数の意味をまとめることなどの態度や能力を高めていく。 

   本学習材では、分数の意味として、２つの整数、ａ、ｂ（０ではない）についてａ÷ｂの商がａ／ｂという分数で表

せること（商分数）、また、ａ／ｂはａ÷ｂの結果を表すこと、分数倍の意味、分数と小数、整数の相互関係について

学習する。分数で商を表すことのよさを実感したり、整数、小数を分数に直したり、分数を整数、小数に直したりする

ことを通して、分数、小数、整数を数として統合的に捉えるようにしていくことをねらいとしている。 

   本単元で身に付けた力は、第６学年の分数の乗法及び除法について、数の意味と表現、計算に関して成り立つ性質に

着目した計算の仕方などの考察に生かすことが期待できる。 

（３）指導にあたって 

   本単元は２つの小単元で構成されている。第１小単元ではわり算の商を分数で表せること、分数倍の意味を理解させ

る。この小単元では、学習を進める上で、１Ｌのますの図や数直線を思考のツールとして使って、視覚的に数量の関係

をとらえさせながら、整数の除法の商を分数で表せることや分数倍を求めることができるようにする。第２小単元では、

分数と小数、整数の相互の関係についての理解を深める。整数や小数を分数に表したり、分数を整数や小数に表したり

することを通して、整数と分数、小数と分数は別なものではなく、表記は違っても数としては同じものを表しているこ

とを実感させるようにする。 

   「つかむ」では、児童にとって課題の必然性を感じられるような問題の提示の仕方や発問の工夫を行う。そして、「こ

の問題を解決するために必要な既習事項は何か」児童自身にしっかりと考えさせ、解決の見通しを持たせる。「きく・

あらわす」では、自分の考えを数直線や１Ｌのますの図と式と言葉を関連させながら説明させ、友達の考えを聞く（聴

く・訊く）ことによって自分の考えを深めたり、違う考えを認め合ったりする。全体交流では、考えを出した児童とは

別の児童に説明をさせ、意図的に児童の考えをつないでいくようにし、考える力を高めたい。また、「きまりのような

ものはないか」「全ての考え方で共通することは何か」などの視点を与えて話し合うこともさせたい。 

   「いかす」では、適用問題を解いたり、振り返りを行ったりすることで、分数の見方や表し方及び分数と小数、整数

の関係について理解を深めるとともに、日常生活やこれからの学習の中で、整数、小数、分数を場面や目的に応じて有

効に使い分けながら数を有効に処理することができるようにしたい。 

 

 

３ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

   分数の見方や表し方及び分数と小数、整数の関係について理解し、分数についての理解を深める。 

（２）単元の評価規準 

観 点 算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な考え方 数量や図形についての 

     技能 

数量や図形についての 

  知識・理解 

概ね満足 

できる 

整数の除法の商を分数

で表せることのよさに気

づき、分数と小数、整数を

相互の形で表し、学習に用

いようとしている。 

分数と整数、小数は

表し方は違っても数と

しては同じものを表し

ていることをとらえる

ことができる。 

 ａ÷ｂをａ／ｂ、ａ／ｂを 

ａ÷ｂとみたり、分数を小数

で表したり、小数、整数を分

数の形になおしたりすること

ができる。 

整数の除法の結果は分

数を用いると１つの数で

表せることや分数と小

数、整数の関係を理解し

ている。 
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４ 本単元に係る資質・能力の系統性 

 

１年 ２年 ３年 

 長方形と正方形 

・色紙を等分すること 

分数 

・１／２、１／４などの簡単な分数 

分数 

・分数の表し方 

・分数、分母、分子の意味 

・同分母の分数の加減計算 

４年 ５年 ６年 

分数 

・分数の表し方 

・真分数、仮分数、帯分数の意味 

・大きさの等しい分数 

・同分母の分数の加減計算 

分数と小数 

・商としての分数の意味 

・分数倍の意味 

・分数、小数、整数の相互関係 

分数のたし算とひき算 

・同値分数の作り方 

・「約分」「通分」の意味 

・異分母の分数の加減計算 

・分数と小数の加減混合計算 

・分数を用いた時間の表し方 

分数のわり算 

・分数倍（第一、二、三用法） 

 

５ 学習指導計画（全６時間） 

小単元 時 主な学習活動 評価規準 

１わり算と分数 １ 

本 

時 

・整数の除法の商は分数で表せること 

・分数は分子を分母でわった商とみることもできること 

・整数の除法の計算でわり切れないと

きもその商を分数で用いて表せるこ

とのよさに気づいている。【関】 

・整数の除法の商を分数で表したり、

分数を整数の除法の形式で表したり

することができる。【技】 

２ ・前時の適用問題 

３ ・分数倍の意味 ・分数倍の意味について既習の整数倍  

 や小数倍の意味と関連付けて考え、 

 説明している。【考】 

・分数倍の意味を理解している。【知】 

２分数と小数、 

  整数の関係 

４ ・分数を小数で表す方法 ・分数を小数や整数で表すことができ 

 る。【技】 ５ ・小数や整数を分数で表す方法 

まとめ ６ ・学習内容の理解 ・基本的な学習内容を身につけている。 

              【知】 

 

６ 本時の指導（１／６） 

（１）目 標 整数の除法の商は分数を用いて表せることを理解する。 

（２）展 開 

展開 学 習 活 動 ○発問 学 習 内 容 具体的な手立て ・資料◇評価 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題把握 

 

 

 

○この問題を式に表すと？ 

 Ｃ：□÷３ 

○この式を使って問題を考えてみまし

た。仲間分けできないかな？ 

  Ａ     Ｂ   

 １÷３   ３÷３ 

 ２÷３   ６÷３ 

 ４÷３ 

 ５÷３ 

 Ｃ：Ａの式はわり切れない 

   Ｂの式はわり切れる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「式をどのように仲間分け

できるかな」→「Ａの式は 

 どうやったら商を正確に

表せるかな」→「分数で表

せるかも」このような思考

の過程で児童に課題の必

然性を感じられるように

したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 □Ｌのジュースを３人で等分す

ると１人分は何Ｌになりますか？ 

つかむ 
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き 

く 

・ 

あ 

ら 

わ 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○Ａの式の商を正確に表すことは 

 できないかな。 

Ｃ：分数で表せるかも。 

２ 課題把握 

◇課題１ 

 

 

 

○１Ｌと２Ｌの色水を同じ大きさのコッ

プに実際に３等分してみる。 

 （解決の見通し） 

 

 

 

○２÷３の商を分数で表しましょう 

 

○正方形の１Ｌの図や数直線を使って考

えましょう 

 

３ 課題解決 

個自力解決 

 

 

○自分の考えを友達と交流しましょう 

ア.正方形の１Ｌの図を使って 

   １Ｌ  １Ｌ 

  

  

  

      ↓ 

 

     

 

 

 １／３が２つ分で２／３Ｌ 

イ.数直線を使って 

 

      

０       １        ２ 

 １／３が２つ分で２／３Ｌ 

 

 

○２÷３の商を分数で表すとどうなるか

確かめましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整数の除法の商を

分数で表すこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童の思考に沿って課題を

柔軟に変化させる。 

 

 

 

 

 

・３等分の操作を正方形の１

Ｌの図や数直線でも確認す

る。 
（１÷３＝１／３Ｌ 

２÷３の場合は？） 

 

 

 

 

・図や数直線もとに２÷３ 

の商を分数でどう表したか

話させる。（単位分数をどの

ように考えたか） 

→友だちの説明を考えなが

ら聴き、理解する。 

（聞く・聴く） 

→自分の分からなかったこ

とや自分の考えとの違い

を友達に詳しく訊いて理

解を深める。（訊く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２Ｌ 

量として違うことは実感

しても１／３とする誤答

が出ることも予想される 

・「単位分数をどのように考

えたのか」 

・「なぜ１／３ではないのか」 

 （交流の視点） 

「２Ｌを３等分した１こ分

の量」は分割分数とみれば 

１／３になるが、量として

表すと２／３になること

を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正方形の１Ｌの

図 

数直線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正方形の１Ｌの

図 

数直線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇整数の除法の

計算でわりき

れないとき

も、その商を

分数を用いて

表せることの

わり切れない式の商を分数で表そう 

きく・あらわす 

 

 

 

 

全体交流① 

小集団交流① 

操作としては同じだ

が量としては違うこ

とを実感させる 単位分数をどのよう

に考えていけばよい

のかに焦点をしぼる 

児童の自力解決

の様子から交流

の視点を柔軟に

扱う。 

ます図や数直線を思考の

ツールとして児童が使え

るように系統立てた指導、

定着を図ることが大切 
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い 

か 

す 

 

 

 

 

○４÷３の商も分数で表してみましょう 

 １Ｌ １Ｌ １Ｌ １Ｌ 

    

    

    

      ↓ 

    

 

 

 

 

  １／３が４つ分で４／３Ｌ 

 

○中間の振り返り 

◇課題２ 

 

 

○商を分数で表すときの方法を考えまし

ょう。 

 

 

○話し合ったことをみんなに発表しまし

ょう。 

Ｃ：わられる数を分子、わる数を分母に 

 すれば商を分数で表すことができる。 

４ まとめ 

 

 

 

 

 

・新しい分数の意味（商分数） 

 

 

 

 

５ 振り返り 

（１）適用問題に取り組む 

   ・教科書Ｐ９５④の問題を解く 

（２）振り返り 

 ○今日の学習を振り返りましょう 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ａ÷ｂをａ／ｂと

みたり、ａ／ｂをａ

÷ｂとみること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全員で一斉に考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図や数直線を使って求めた

結果と式を比べさせながら、

どのように表すことができ

るのか、決まった式が作れな

いか考えるように促す。（交

流の視点） 

 

・わられる数が分子、わる数

が分母になっていること

から整数の商はわられる

数／わる数で求められる

ことに気付かせ、まとめ

る。 

・Ｂの式も１／３がいくつ分

と考えればこの式で求め

られることも確認する 

 

 

 

・適用問題では商分数の理解 

を深める問題を扱う。 

 

・新しく分かったこと、自分 

の考えの変化、分数のよさ

などについて書かせる。 

よさに気付い

ている。【態】 

【発言・ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇整数の除法の

商を分数で表

すことができ

る。【知】 

【発言・ノート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小集団交流② 

全体交流② 

わり算の商は分数で表すこと

ができます。 

   □÷○＝□／○ 

いかす 

学習課題の段階を振り返り、

分数だとわり算の商を正確

に表すことができるという

よさにふれる。 
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７ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題                                  まとめ 

                課題                 

                

 

                  

                             

 Ａ     Ｂ         児童の考え            練習問題 

１÷３   ３÷３ 

２÷３   ６÷３ 

４÷３ 

５÷３ 

 

□Ｌのジュースを３人で

等分すると１人分は何Ｌ

になりますか 

わり切れない式の商を分数で表そう 
わり算の商は分数で表すことが

できます。 

 □÷○＝□／○ 
１Ｌのます図 ２÷３＝２／３を視

覚的にとらえさせる 


